
企業と博士人材の交流会 ≪昨年度のご報告≫

第９回 企業と博士人材の交流会
⚫ 日 時 ： 2019年 8 月 31日 （土） 9：30～19：00
⚫ 会 場 ： 名古屋大学 豊田講堂

企業 52 社

博士 129 名
が参加

博士人材の採用に関心のある企業と、企業への就職も選択肢の一つとして考えている博士人材が一堂に会し、
相互理解を深め、就職等につなげる機会として、「企業と博士人材の交流会」を開催しました。
交流会は２部構成となっており、第１部ではポスターセッション、第２部では交流セッションを開催しました。

企業からの事業紹介と博士人材へ

の期待に関するプレゼンテーション

（２分/社）の後、博士人材が企業

ブースを訪問し、説明を受けたり、

質疑応答を行ったりしました（25分

×5回）。その後、情報交換会では、

それまでに話ができなかった企業や、

もっと話がしたい企業と情報交換を

行い、イベントを締めくくりました。
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・多種多様な産業界の人への
プレゼンテーション
・人材アピール

・大学の研究について知る
・博士を知る
・共同研究シーズ発掘

博士人材 か ら 企業 の 方 へ の ポ ス タ ー 発表
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参加博士の身分

理学系の

研究科23％

工学系の研究科
27％

生命農学系の

研究科
23％

情報学系の研究科

7％

創薬科学系の
研究科6％

環境学系の

研究科
6％

参加博士の所属研究科

㈱アイヴィス、㈱アウトソーシングテクノロジー、AZAPA㈱、旭化成㈱、

㈱朝日新聞社、㈱アルビオン、㈱ALBERT、大塚製薬㈱、(学)開智学園、快友国際

特許事務所、京セラ㈱、協和キリン㈱、㈱クレハ、グローバルウェーハズ・ジャパン㈱、

コニカミノルタ㈱、㈱ＳＵＭＣＯ、三桜工業㈱、㈱三五、サンプラスチックス㈱、JSR㈱、

㈱ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング、信越化学工業㈱、第一三共㈱、ダイドー㈱、大日本

住友製薬㈱、太平洋精工㈱、田辺三菱製薬㈱、㈱知能情報システム、DIC㈱、テクノスデータ

サイエンス・エンジニアリング㈱、㈱テクノプロ テクノプロ・R&D社、デュポン㈱、テルモ㈱、

(一財)電力中央研究所、(地独)東京都立産業技術研究センター、㈱とめ研究所、日本新薬㈱、

㈱ニデック、日本電波工業㈱、㈱日本入試センター、㈱ネオレックス、パナソニック㈱、

フジクリーン工業㈱、㈱マイナビ、㈱未来技術研究所、㈱モリタホールディングス、

山本特許法律事務所、㈱UACJ、リョーエイ㈱、ＣＥＳ中電㈱、

ハイセンスジャパン㈱、ListenField㈱

※昨年度（2019年）ご参加いただいた企業

見学、インターンシップ、採用、
共同研究、企業広報など

名古屋大学
73％

名古屋大学以外
27％

参加博士の所属大学
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・自分をアピール
・将来展望を情報交換
・ユニークな企業を発掘

・自社をアピール
・博士を知る
・インターンシップや求人情報の公開

・未知の業界を知る
・企業が求める博士像を知る
・ユニークな企業発掘

・自社をアピール
・博士への期待を伝える
・博士の活躍状況を伝える

企業プレゼンテーション：企業の方から博士人材へ2分間プレゼンテーション

ブーストーク※25分×4回：企業ブースで企業の方と博士人材が情報交換

・話し足りなかった企業と情報交換
・話せなかった企業と情報交換
・ブースで聞きにくかったことを質問

・ブースでは話しきれなかった
ことを伝える

情報交換会： さ ら な る 情 報 交 換 や 新 た な 出 会 い

※日本人だけでなく
留学生も参加します

医学系の研究科 5％

その他（文系等）の
研究科 3％



参加した博士人材の声

博士に着目している企業の多さにまず驚き、うれしく思った。博士後期課程出身の人事の方
も多く、意外であった。しかし、博士出身だからこそこちらの状況をよくわかってくださっ
ていた。私自身は本会に参加して、研究・開発といった仕事に加えて、人と関わる仕事に興
味をもった一日だった。

バイオ系の就職先は少ないと言われていますが、この交流会を通して、思いもがけない企業
が生物系の研究者を求めていることがわかりました。また、企業の方とお話しすることで、
自分の研究に対する新しい視点が得られると思います。

参加してみて、企業の方は、博士人材の高い論理的思考力、問題解決能力、困難を乗り越え
られる精神力といった専門以外のところにも注目していることが分かりました。多くの企業
が既存の技術を組み合わせて新しい価値を生み出すことに力を入れており、自分の専門も他
分野で生かせる可能性があることを学びました。企業と博士の交流会に参加したおかげで、
自分の進路の可能性を広げることができました。

何十社という博士人材を求める企業と一度に交流できる機会は滅多にありません。自分で企
業を調べていると業界が偏りがちですが、交流会を通じて調べたことのなかった業界につい
ても知ることができます。就活の視野を広げる目的でも参加することをお薦めします。

実際にいくつかの企業の担当から話を聞いていくうちに、自分に合いそうな業界、
そうでない業界がわかって来ましたし、自分の進路について具体的に考える良い
きっかけになりました。あまり、就活について具体的に考えていない方も、参加
してみると良いと思います。

ご参加いただいた企業の方の声

就職がゴールではなく、就職後の活躍を意識した教育をされているように感じます。引き続
きよろしくお願いいたします。

専門性が高い人材はもちろん、幅広い領域に強みを持つ学生もおり、バランスがよかった。

ポスター、ブース、懇親会と様々な場面で多くの学生さんと話しをすることができ、それぞ
れに知識の深さを感じることができました。また、前向きに研究に取り組んでいる姿勢が好
印象でした。

当社の専門分野は異なるものの、非常に優秀で活発な人材に会えました。

研究を通して様々に成長していることが感じられる学生が多かった。一筋縄では
いかない研究を着実に、地道に進められており、素晴らしいと思いました。

毎回参加させていただいていますが、教育レベルの高さ、研究プロセス、発表の明確さ
は期待通りです。

良い意味で、研究内容や専攻が必ずしも志望職種、志望業界の延長とは限らないという
こと。多くの博士とお話しし、そう感じました。

様々な可能性を秘
めている人材に出
会えました！

博士人材の状況が把握でき、有意義でした。来ていただいた方には、当社の業界に興味を
持っていただけたと感じます。専門以外にも、活躍していただける業種がいくつかあると感
じます。


